
　本会では、住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らしていくために、今できていること、これか
ら必要なことは何かを地域の方のご意見をもとに協議しながら、市内で体制づくりを進めています。
　今回は、7月21日(日)に一宮地場産業ファッションデザインセンターで開催した生活支援体制整備
事業講演会「お宝探しから始まる地域づくり～生活支援は気にかけ合うことから～」の報告をします。

　第1部は、特定非営利活動法人全国コミュニティライフサポートセンター理事長の池田昌弘氏の
講演、第2部はパネルディスカッションとして、一宮市の取り組みとつながり(地域のお宝)報告を行い
ました。この講演会をきっかけに、地域のお宝（つながり）の大切さを皆さんと一緒に考えていきたい
と思います。

☆ついつい当たり前に思っている
　ことが、実は特別なつながりだと
　感じた。
☆人とのつながりの大切さ、地域
　のつながりの大切さを痛感した。
☆地域の中に既にあるものを改めて
　見つけるという視点は、新しいも
　のを作る以上に大切だと感じた。
☆講師の方の、住民の声をきちん
　と聴いて話される内容に気づか
　されることが多かった。

昔ながらの喫茶店や八百屋、移
動販売など地域の中には、つな
がりがある。そこには、「ほかっと
けれん」の想いがある。気にかけ
合うことから、他人事ではない、
自分のこととして考えて支え合う
関係こそ「地域の宝物」である。

「つながる」ことから「気になる」
➡「気にかけ合う」➡「支え合う」
関係に発展する。「支える」だけで
なく、「支えられる」という相互性
を双方が認識して初めて「支え合
い」となり、こうした支え合いこ
そ「地域の宝物」である。

　このバスツアーは、一宮市障害者自立支援協議会の生活支援部会の主催で、平成22
年度からスタートし、毎年5月と10月に実施しています。障害福祉の現場を実際に見て、
そこで働いている職員の方のお話を聞くことで、障害福祉の仕事に興味にもっていただ
き、就職してもらうことを目的にしています。市内にある複数の障害福祉事業所を１日で
回り、通所事業所、住まい、仕事の場など、障害のある方が関わる事業所を訪問できるよ
うになっています。今回は令和元年5月に実施したバスツアーの様子を報告します。

　参加者の方からは、「正直もっと暗いイメージがあったが、みなさん（利用者さん、スタ
ッフさん）明るく働いていた」、「学校では座学でしか学ぶことができないので、とても貴
重な体験になった」等の声をいただき、実際に就職やボランティアに結びついた方もみえ
ます。
＊次回は10月24日（木）に実施予定です。詳しくは、『一宮市障害者自立支援協議会』の
ウェブサイトをご覧になるか、一宮市障害者基幹相談支援センター（℡26-2230）までお
問合わせください。

支えあい通信支えあい通信
福祉の仕事を知るための見学バスツアー
障害者相談支援センターだより

平成31年2月発行の「2019通いの場マップ」以降認定されたおでかけ広場を紹介します。
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名　称

一宮市木曽川資料館 木曽川町黒田字宝光寺東
18-1

随時(祝休日を除く月曜日、祝休日の翌日、
年末年始(12月28日～1月4日)を除く)
※事前予約制　開館時間(午前9時30分～午後5時)

リアン一宮牛野通 牛野通2丁目50-1 毎月第4火曜日　　午後2時～3時

ふれあい広場 萩原町萩原字河原崎79 第1・2・3・4金曜日(祝日は除く)
午後3時30分～4時30分

昭和くらぶ 木曽川町黒田字北野黒165 毎週水曜日　午前10時30分～11時30分

藤クリニック 木曽川町黒田一ノ通り
25-1

月曜日（月2回）午後3時～4時　
※詳細はお尋ねください。

お茶処ふくび 牛野通1丁目55-1 毎月第3火曜日　午後1時～4時
平安閣ふれあいサロン 両郷町1丁目1-4 毎週月～土曜日　午前10時～午後4時
平安会館 丹陽斎場 若竹2丁目1-3 毎月第2友引　午前10時～午後2時

住　所 開催日時

参加者の声

１．バスに乗って、スタート！

4．Q&S（就労継続支援B型） 5．ぶれんど（就労継続支援B型）

6．ともにー（就労継続支援A型） 7．かすみ草（生活介護）

2．森のバンビ（放課後等デイサービス） 3．グループホームゆめゆめ

事業所で作った
お菓子などを購入する
時間もありました。

お昼ごはんも
いただきました！

仕　事仕　事

仕　事

児童通所 住まい

仕　事

通 い の 場

（パネルディスカッション）

（講演会）
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